
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

平成２２年５月６日第１号 

兵庫県立加古川北高等学校 

＜校訓＞ 

克己自律 

質実剛健 

友愛協調 

１年次オリエンテーション合宿終わる（単位制５期生としてスタート） 

１年次生によるオリエンテーション合宿が、４月 21 日(水)22 

日(木)グリーピア三木で行われました。残念ながら雨天により、 

オリエンテーリングは実施できませんでしたが、ガイダンス、ク 

ラスレクレーション、集団訓練、大縄跳びなどを実施して、大い 

に盛り上がりました。加古川北校生としての誇りと自覚を高め、 

進路目標設定の大切さやクラスの連帯感を養いました。これから 

の充実した高校生活づくりに役立てていってくれるものと期待し 

ています。 

○1日目のクラスレクが予想以上に盛り上がり、すごく楽しかっ 

た。集団行動は大きな声を出し、みんなで団結できてとても楽 

しかった。クラスの団結も高まり、友達もたくさんできて、充実した合宿だった。 

○それぞれの教科の学習方法の話はとても良いと思い、ぜひ取り入れようと思いました。学校行事紹介のＤ

ＶＤをもうちょっとみたいと思いました。ＤＶＤの中で特に文化祭が楽しみになりました。 

＜５月の主な行事＞ 

１日（土）土曜セミナー② 

８日（土）午前授業、ＰＴＡ総会 

１０日（月）代休 

１２日（水）生徒会選挙、立会演説会 

１９日（水）５月考査開始（２５日まで） 

２５日（火）キャンパスカウンセラー来校 

２６日（水）１年次学部学科説明会 

２９日（土）土曜セミナー③ 

３１日（月）全校朝礼、 

教育実習開始 

（１８日まで） 

＜お知らせ＞ 

○加古川北ホームページの案内 

http://www.hyogo-c.ed.jp/̃kakokita-hs/ 

加古川北高では、学校行事や部活動での生徒の活躍を随時、

本校ホームページに掲載しております。ぜひ、「文武両道」を

モットーに活躍する生徒たちの様子をご覧ください。 

○オープン・スクールの案内 

 本校の授業や教育活動を県下の中学生とその保護者、中学

校教職員のみなさまに見ていただく機会を設けております。 

 本年度は、７月３１日（土）に実施します。 

 案内は、後日いたします。 

校長からのご挨拶（原 潤之輔） 

私は、平成２２年４月に校長として着任いたしました原潤之輔と申します。 

 本校は、昭和 53 年４月に創立され、平成 18 年度に普通科単位制高校に改編され

た元気いっぱいの学校です。 創立以来、校訓「克己自律」「質実剛健」「友愛協調」

のもと、生徒は、文武両面から心身を錬磨し、学習や部活動、生徒会活動等に積極

的に取り組んでいます。高い志をもった文武両道の生徒を育てる進学型単位制高等

学校としてさらなる発展を目指し、努力していきます。ご声援、宜しくお願いいた

します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年５月１９日第２号 

兵庫県立加古川北高等学校 

＜校訓＞ 

克己自律 

質実剛健 

友愛協調 

＜お知らせ＞ 

○オープン・スクールのご案内 

 本校の授業や教育活動を県下の中学生とその保護者、中学校教職員のみなさまに見ていただく機会を設け

ております。本年度は、７月３１日（土）に実施します。 

○加古川北ホームページの案内   http://www.hyogo-c.ed.jp/̃kakokita-hs/ 

「県総合体育大会」がスタートしました！！ 
サッカー部、バドミントン部、陸上競技部、柔道部を皮切りに平成２２年度県総合体育大会がスタートし

ました！各部活動の県大会での活躍をご期待ください。 

 

○サッカー部  ５月８日（土）に行われた３回戦では強敵三木高校を無失点に抑えＰＫ戦の末、見事に勝

利しました！  

４回戦は、５月２２日（土）に明石城西グランドにて篠山鳳鳴と対戦します！ 

＜試合結果＞ 

・２回戦 ５月 ４日（火）加古川北５－０鳴尾 

・３回戦 ５月 ８日（土）加古川北０－０三木（ＰＫ４－２） 

・４回戦 ５月２２日（土）加古川北 vs 篠山鳳鳴  

 

○バドミントン部   ４月２９日から始まった地区大会において、男子ダブルスで福原・山本ペアの優勝に

続き、多くの選手が見事に勝ち抜き県大会出場を決めました！ 

＜男子＞ 

・シングルス 山本 形木原 

・ダブルス  石堂 形木原 

・ダブルス  福原 山本 地区大会優勝！ 

＜女子＞ 

・ダブルス  河田 宮崎 

・ダブルス  小谷 秋山 

 

○陸上競技部 男子４×１００ｍリレーで地区大会３位に続き、多くの選手が県大会出場を決めました！ 

＜男子＞     ＜女子＞ 

・１００ｍ    山脇       ・円盤投げ    萩原 

・３０００ｍ障害 秀平       ・やり投げ    佐々木 

・円盤投げ    玉暉 

・やり投げ    坂本 

 

○柔道部  地区大会において、激戦の末４名の選手が見事に勝ち抜き、県大会出場を決めました！ 

＜男子＞     ＜女子＞ 

・６６ｋｇ級 春名      ・５２ｋｇ級 古佐小  

・９０ｋｇ級 宮本     ・６３ｋｇ級 安井  

 

６月に入ると他の部活動も地区大会が始まります。また、県大会出場を決めた部活動はインターハイ出場を

目指しさらに厳しい練習に取り組んでいます！皆様の熱い声援をよろしくお願いします！ 



 

 

 

 

 

 

日印交流授業が実施されました！！ 
アシム先生（男性４８才）、

アカシャさん（男性１８才）、

ジョイータさん（女性２０才）

をインドからお招きして、イ

ンドのストリートチルドレンと

日本の生徒たちの交流を

はかる授業が、先日５月２８

日（金）に行われました。その様子は翌５月２９日（土）の神戸新聞、ＢＡＮ-ＢＡＮテレビにも取り上げられました。実際に

授業を受けた生徒は、「インドの現状（ストリートチルドレンやカースト制度など）について学ぶ機会になった。」「将来、

貧困などで苦しむ人を救えるようになりたい。」「インドの方の英語がほとんど聞きとることができなかった。日頃きれいな

英語ばかり聞いているので、アジアンイングリッシュも聞きとれるように、これからもリスニング力を磨くため頑張ろうと思

いました。」とアンケートに書いていました。 

 

教育実習がスタートしました！！ 
本校の卒業生である４人の先生方が５月３１日～６月１８日までの３週間、授業や部活動を通じて生徒と触れ合

い、生徒と一緒に様々な体験を行います。教育実習生および生徒にとって有意義な時間になることを願います。 

①名前 ②出身大学 ③教科 ④先輩からみた北高 

 

①小田 隆士                                  

②びわこ成蹊スポーツ大学 

③保健体育科 

④部活動は活気に溢れ、学

業も著しく成長していると

思います。校舎の壁も赤色

から青色に変わり、空との

風景がとてもきれいです。

北高生にも校舎の色のよう

に澄んだ大きな大人になっ

て欲しいと思います。 

 

①坂本 翼 

②佛教大学 

③英語科 

④私が在学していたころと比べる

と、現在の北高生は、非常にたくま

しく見えます。それは自らのことに

ついてしっかりと考えることが出来

ている生徒が増えていると感じたか

らです。卒業後、また、将来の自分

について考えることのできる生徒だ

からこそ、単位制の加古川北高校を

選択したのかなと思っています。 

 

①伊藤 駿 

②天理大学 

③保健体育科 

④現在も変わらず部活動が

盛んで、とても良い雰囲気

に感じます。学校も単位制

学校に変わり、自分の進路

を実現できる良い環境だと

思います。 

 

①船江 岳史 

②岡山大学 

③理科 

④北高は単位制に変わったことで授

業のシステムは複雑になりました

が、生徒と先生が接する機会も多く

なり、私が在校中のときよりも活気

と精気が増していると思います。 

○オープン・スクールのご案内 

 本校の授業や教育活動を県下の中学生とその保護者、中学校教職員のみなさまに見ていただく機会を設け

ております。本年度は、７月３１日（土）に実施します。 

○加古川北ホームページの案内   http://www.hyogo-c.ed.jp/̃kakokita-hs/ 

平成２２年６月８日第３号 

兵庫県立加古川北高等学校 

＜校訓＞ 

克己自律 

質実剛健 

友愛協調 



 

 

～伝統の重み～ 
６月１６日（水）昼休みに本校体育館で、運動部活動に所属する

生徒を対象として集会が行われました。原校長が「加古川北高校の

卒業生は学校を卒業した後も母校の活躍を強く願っている。君たち

生徒は卒業生と現在という“点”だけではなく、将来にわたって“線”

でつながっている。」「教師は北高を母校にはできない。母校にでき

るのは君たちだ。」と述べ、自分の学び育った母校を愛する心と運

動部のさらなる飛躍を生徒たちに力強く語りかけた。 

 

～卒業生の想い～ 
 ３年前に加古川北高校を卒業し、現在、教育実習生として母校に帰って

きている３名の先輩から、生徒に向けての激励の言葉がありました。「生徒

一人ひとりの頑張りを目の当たりにして、自分の励みになっている。」（英

語科）「学校には自分の輝ける場所がある。３年間を精一杯過ごして欲し

い。」（保健体育科）「私たちの他にも、インターネットや新聞で加古川北高

生の活躍を楽しみにしている卒業生もたくさんいる。卒業生の方々の想い

を忘れてはいけない。」（保健体育科）と自分の学生生活と照らし合わせな

がら生徒に熱く思いを語りかけ、生徒たちも先輩方の話しに真剣な眼差しを向けていました。 
 

 
夏季休業中（７月２１日～７月３０日）の補習については、１年次生、２年次生が全員参加です。午前中はし

っかりと勉強に取り組み、部活動所属者は午後から、短時間で集中して成果が上がるように取り組んでいきます。

３年次生については、お盆の１週間を除いて前期・中期・後期の長期間に渡って、受験に向けて実力を養成して

いきます。 
 
 
 
 
 

平成２２年６月１６日第４号 

兵庫県立加古川北高等学校 

＜校訓＞ 

克己自律 

質実剛健 

友愛協調 

速報 

部活も勉強も 

頑張ります！ 

オープン・スクールのご案内 

 本校の授業や教育活動を県下の中学生とその保護者、中学校教職員のみなさまに見ていただく機

会を設けております。本年度は、７月３１日（土）に実施します。 
加古川北ホームページの案内   http://www.hyogo-c.ed.jp/~kakokita-hs/ 

 お
知
ら
せ 

今年から半月早

くなりました！ 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

ＰＰｅｅｒｒｆｆｅｅｃｃｔｔ  ＣＣｏｏｍｍｂｂｕｕｓｓｔｔｉｉｏｏｎｎ！！！！最最後後ままでで盛盛りり上上ががれれ！！！！☆☆  
 

６月１８日（金）本校において待ちに待った文化祭が行われました！第３２回文化祭は「Ｐｅｒｆｅｃｔ Ｃ

ｏｍｂｕｓｔｉｏｎ！！最後まで盛り上がれ！！☆」がテーマで、準備から当日まで、クラス一丸となって持

てる力の全てを出し切り、大いに盛り上がって完全燃焼しよう！という思いを込めて決まりました。生徒一人

ひとりが自分の持てる力を最大限に発揮し、とても活気溢れる文化際となりました。 

    

 
 

 

～～特特別別支支援援学学級級のの児児童童をを招招待待～～  
本校の特色ある取り組みの一つに「いきいき招待」があります。加古川市

内の小学校で、特別支援学級に在籍する児童に文化祭を楽しんでもらいます。

本年度は、２５名の児童を招待し、ステージを鑑賞したり、ゲームを楽しん

だり、一緒にごはんを食べたりして楽しく過ごしました。 

 

 

 

 

 

平成２２年６月２３日第５号 

兵庫県立加古川北高等学校 

＜校訓＞ 

克己自律 

質実剛健 

友愛協調 

第32回 

今年も 

やりました！ 

生徒感想より… 

 最初は緊張しているみたいだったけど、一緒に楽しんでいるうちに明るい

笑顔を見せてくれました。また、私たちが気づかない小さなことやきれいな

ものによく気づき、それを言葉にして伝えようとしていることに気づきまし

た。たとえ、障害があっても、少し体が動きにくく、少し視点が違うだけな

んだなといきいき招待の中で感じました。初めての不安も最後には自信と楽

しさという全く逆のものに変わり、来年もしてみたいなと思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＰｅｅｒｒｆｆｅｅｃｃｔｔ  ＣＣｏｏｍｍｂｂｕｕｓｓｔｔｉｉｏｏｎｎ！！！！最最後後ままでで盛盛りり上上ががれれ！！！！☆☆  
 

    

茶道部 

朝顔をテーマに夏らしい

雰囲気にしました。 

 

美術部 

リラックマの “キイロト

リ”が文化祭限定でメイ

ンキャラに!！ 

 

華道部 

今回の華道部はアリスの世

界観をお花で表現しまし

た。 
 

書道部 

行雲流水をテーマに思い

を込めて書きました。 

 

    

美♡ 

今から、ステージ出演。

かわいくてかっこいいダ

ンスです。 

 

写真部 

部員５名でみんなそれぞ

れ撮ってきた写真を展示

しました。 

ミニシアター 

「デジタルは５くみチャン

ネル」バラエティー、ダン

ス、戦隊ものなど楽しい番

組いっぱいのテレビです。 

ステージ 

「オヅの魔法使い」 

オズの魔法使いをアレン

ジしてつくりました。 

 

 

 

 

                                 （第１回：平成 22 年 6月 18日） 

女子バレーボール部の近畿大会出場を始め、県総体で活躍した女

子ソフトボール部、陸上競技部の計 22 名が表彰されました。 
校長賞とは、学校生活（学業・生徒会活動・部活動・ボランティア活動）

において頑張っている生徒に毎月与えられる賞です。目立たないところで努

力する生徒に光を当てることにより、より多くの生徒がいきいきと学校生活

を過ごせるようにという想いが込められています。 

平成２２年６月３０日第６号 

兵庫県立加古川北高等学校 

＜校訓＞ 

克己自律 

質実剛健 

友愛協調 

第２弾 

今年から 

始まりました！ 

 

写真部展示作品 



 

 

                 
 
 

     

七
月
十
一
日
（
明
石
球
場
）
初
戦
の
硬
さ
か
ら
か
、

３
回
ま
で
は
チ
ャ
ン
ス
は
作
る
も
の
の
相
手
投
手

の
力
投
に
得
点
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
逆
に
４
回

裏
、
明
石
高
専
に
四
球
で
出
た
ラ
ン
ナ
ー
を
ス
ク
イ

ズ
で
返
さ
れ
、
先
制
さ
れ
る
。 

し
か
し
、
緊
張
の
ほ
ぐ
れ
た
５
回
表
は
、
２
盗
塁

を
か
ら
め
て
大
峠
の
犠
牲
フ
ラ
イ
で
す
ぐ
さ
ま
同

点
と
し
、
６
回
は
井
上
真
、
岡
田
、
今
江
の
３
連
続 

            

バ
ン
ト
で
相
手
を
揺
さ
ぶ
り
２

点
を
挙
げ
た
。
７
回
に
は
大
峠
、

井
上
雄
、
柴
田
の
３
連
打
で
１

点
を
加
え
、
相
手
を
突
き
放
し

た
。 

 

先
発
し
た
井
上
真
は
制
球
に

苦
し
ん
だ
が
、
要
所
を
締
め
る

ピ
ッ
チ
ン
グ
で
９
回
を
粘
り
強

く
投
げ
、
バ
ッ
ク
も
無
失
策
で

こ
れ
に
応
え
た
。
井
上
真
は
「
県

大
会
で
優
勝
し
て
甲
子
園
で
勝

ち
た
い
」
と
話
し
た
。 

  

 

  

英
齋
塾
の
塾
長
で
あ
る
三
木
英
一

氏
が
高
校
生
の
生
き
方
に
つ
い
て
熱

く
語
っ
た
。
（
七
月
八
日
） 

○
生
徒
感
想 

「
普
段
食
事
を
し
た
り
、
学
校
に
行

っ
た
り
で
き
る
の
も
当
た
り
前
の
こ

と
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
人
の
支
え

が
あ
っ
て
こ
そ
の

こ
と
だ
と
気
付
い

た
。
一
度
き
り
の
人

生
を
悔
い
の
な
い

よ
う
に
一
秒
も
無

駄
に
せ
ず
、
毎
日
を

過
ご
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
感

じ
た
。
」 

    

２
年
次
化
学
選
択
者
を
対
象
に
、

甲
南
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン

ス
学
部
の
赤
松
准
教
授
か
ら
、「
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
物
理
・
化
学
・
生

物
」
の
講
義
を
受
け
た
。
七
月
十
二

日 

 

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

と
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
違
い

な
ど
の
説
明
を
受

け
た
生
徒
た
ち
は
、

「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
で
未
来
が
変

わ
る
」
こ
と
に
驚
い

た
よ
う
で
あ
っ
た
。 

 

 

 

 

 

 

試
合
前
日
、
原
校
長
は
野
球

部
の
生
徒
を
前
に
ウ
ガ
ン
ダ

の
高
校
生
に
日
本
の
野
球
道

を
伝
え
た
小
田
島
さ
ん
の
話

を
し
、
「
君
た
ち
も
野
球
人
で

あ
る
前
に
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン

で
あ
れ
」
と
技
術
の
前
に
心
を

磨
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
語
り
か
け
た
。 

平成２２年７月１２日第７号 

兵庫県立加古川北高等学校 

＜校訓＞ 

克己自律 

質実剛健 

友愛協調 

明石高専に 

競り勝つ！ 

オープン・スクールのご案内  ７月３１日（土）実施  ９時半開始 

  本校の授業や教育活動を県下の中学生とその保護者、中学校教職員のみなさまに見ていただく機

会を設けております。 

本年度も加印地区を中心に約 650名の中学生の参加があります。 

お
知
ら
せ 

神戸新聞７月１２

日朝刊に掲載 



 

 

    

７
月
１
６
日
（
金
）
春
日
球
場
に
て
全
国
高
校
野

球
兵
庫
大
会
２
回
戦
、
対
篠
山
鳳
鳴
の
試
合
を
行
っ

た
。 

 
北
高
の
エ
ー
ス
井
上
真

（
平
岡
中
）
は
篠
山
鳳
鳴

打
線
を
散
発
３
安
打
に
抑

え
込
む
好
投
を
見
せ
、
２

対
０
で
完
封
勝
利
を
お
さ

め
た
。 

 

井
上
真
は
９
回
を
テ
ン

ポ
よ
く
打
た
せ
て
取
る
ピ

ッ
チ
ン
グ
で
無
四
球
と
制

球
も
抜
群
だ
っ
た
。 

 

打
線
は
、
２
回
井
上
雄
（
鹿
島
中
）
、
柴
田
（
宝

殿
中
）
の
連
続
レ
フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
、
武
田
（
野
々
池

中
）
の
送
り
バ
ン
ト
で
１
死
２
、
３
塁
の
チ
ャ
ン
ス

を
作
り
、
井
上
真
が
セ
ン
タ
ー
へ
の
犠
牲
フ
ラ
イ
を

放
ち
鮮
や
か
に
先
制
し
た
。
５
回
に
も
井
上
真
の
セ

ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
、
井
上
仁
（
陵
南
中
）
の
ラ
イ
ト

前
ヒ
ッ
ト
な
ど
で
、
１
死
１
、
３
塁
と
し
、
中
島
慎

（
神
吉
中
）
の
犠
牲
フ
ラ
イ
で
貴
重
な
追
加
点
を
挙

げ
、
相
手
を
突
き
放
し
た
。 

 

先
発
し
た
井
上
真
は
「
１
回
戦
よ
り
も
気
持
ち
に

余
裕
が
あ
り
、
前
の
試
合
で
多
か
っ
た
四
球
に
気
を

つ
け
な
が
ら
、
い
つ
も
通
り
の
投
球
が
で
き
た
。 

 

今
回
の
投
球
を
次
の
試
合
で
も
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」
と
話
し
た
。 

                     

７
月
１
５
日
（
木
）
、
１
６
日
（
金
）
に
球
技
大

会
が
行
わ
れ
た
。
当
初
か
ら
悪
天
候
が
心
配
さ
れ
て

い
た
も
の
の
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。 

 

競
技
種
目
は
、
男
子
は

フ
ッ
ト
サ
ル
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
の
３
種
目
、
女
子
は
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
の
３
種
目
で
、
ク
ラ

ス
対
抗
で
勝
利
を
目
指
し

た
。 

 
 

３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
球
技
大

会
で
あ
り
、
今
回
の
球
技
大
会
を
通

じ
、
ク
ラ
ス
の
絆
が
さ
ら
に
強
く
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

           

７
月
１
１
日
（
日
）
、
１
７
日
（
土
）

に
神
戸
高
校
で
兵
庫
県
産
メ
ダ
カ
個

体
群
の
遺
伝
子
解
析
実
習
会
が
あ

り
、
３
年
生
の
関
田
（
稲
美
中
）
が

参
加
し
た
。 

 

実
習
会
で
は
、
メ
ダ
カ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
抽
出
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
増
幅
、
制
限
酵
素
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
切
断
、
電
気
泳
動
法
に
よ
る
分
離
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
多
型
の
判
定
な
ど
の
実
験
が

行
わ
れ
た
。 

 

参
加
し
た
関
田
は
「
普
段
使
っ
た

こ
と
の
な
い
実
験
器
具
を
使
い
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
解
析
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
経
験
が
で
き
た
」
と
話
し
た
。 

       

 

 

 

 

 

 

平成２２年７月１７日第８号 

兵庫県立加古川北高等学校 

＜校訓＞ 

克己自律 

質実剛健 

友愛協調 

オープン・スクールのご案内  ７月３１日（土）実施 ９時半開始  

  本校の授業や教育活動を県下の中学生とその保護者、中学校教職員のみなさまに見ていただく機

会を設けております。 

本年度も加印地区を中心に約 650名の中学生の参加があります。 

お
知
ら
せ 

応援団長の３年次生増田（神吉中 写真右）。 

熱のこもった応援でチームを盛り立てる。 



 
 

  

７
月
１
０
日
（
土
）
に
保
護
者
、

職
員
３
９
名
で
関
西
大
学
を
訪
れ

た
。
入
試
広
報
部
か

ら
の
入
試
制
度
に

つ
い
て
の
説
明
後
、

３
班
に
分
か
れ
て

関
大
生
の
案
内
に

よ
る
様
々
な
施
設

見
学
を
行
っ
た
。 

    

高
校
生
が
同
世

代
に
暴
走
族
へ
の

加
入
阻
止
を
訴
え

る

「

暴

走

族

追

放
・
少
年
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
、
２
０

日
（
火
）
Ｊ
Ｒ
加

古
川
駅
前
と
山
電

高

砂

駅

前

で

あ

り
、
生
徒
会
５
名

が
参
加
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

生
徒
会
長
の
井

上
修
都
（
氷
丘
中
）

は
「
暴
走
族
を
追

放
し
社
会
に
貢
献

す
る
」
と
話
し
た
。 

そ
の
様
子
が
、

翌
２
１
日
（
水
）

の
神
戸
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
。 

 

 

 

 

 

 

平成２２年７月２１日第９号 

兵庫県立加古川北高等学校 

＜校訓＞ 

克己自律 

質実剛健 

友愛協調 

オープン・スクールのご案内  ７月３１日（土）実施 ９時半開始  

  本校の授業や教育活動を県下の中学生とその保護者、中学校教職員のみなさまに見ていただく機

会を設けております。 

本年度も加印地区を中心に約 650名の中学生の参加があります。 

お
知
ら
せ 

上
田
健
太
郎
投
手 

「
３
回
戦
で
の
初
登
板
で
試
合
前
は
緊

張
し
た
が
、
得
意
の
直
球
が
コ
ー
ナ
ー
に

決
ま
り
、
バ
ッ
ク
が
し
っ
か
り
守
っ
て
く

れ
た
。
次
も
今
日
の
よ
う
な
投
球
が
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
」 

７
月
１
９
日
（
土
）
春
日

球
場
に
て
、
全
国
高
校
野
球

兵
庫
大
会
３
回
戦
、
対
灘
高

校
と
の
試
合
を
行
っ
た
。 

 

北
高
は
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
９

安
打
１
３
得
点
の
猛
攻
で

５
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
を
お

さ
め
た
。 

 

２
点
リ
ー
ド
の
３
回
、
今

榮
友
一
（
浜
の
宮
中
）
、
中

島
慎
太
郎
（
神
吉
中
）
の
連

続
三
塁
打
を
起
点
に
打
者

９
人
で
５
得
点
。
４
回
に

は
、
中
島
の
三
塁
打
か
ら
始

ま
り
、
大
峠
純
樹
（
稲
美
北

中
）
、
井
上
雄
太
（
鹿
島
中
）
、

上
田
健
太
郎
（
宝
殿
中
）
の

ヒ
ッ
ト
に
四
球
を
絡
め
一

挙
６
点
を
奪
っ
て
相
手
を

圧
倒
し
た
。 

 
 
 

投
げ
て
は
上
田
、
梅
崎
勇

太
（
中
部
中
）
の
リ
レ
ー
で

灘
高
打
線
を
２
安
打
に
封

じ
た
。 

加
古
川
北
１
３
―
０ 

灘 

ナ
イ
ス
リ
リ
ー
フ
の
梅
崎
勇
太 

三
塁
打
を
放
っ
た
中
島
慎
太
郎 



 

 

    

７
月
２
５
日
（
日
）
明
石
球
場
に
て
全
国
高

校
野
球
兵
庫
大
会
５
回
戦
、
対
神
戸
国
際
大
付

の
試
合
を
行
っ
た 

試
合
は
先
発
の
井
上
真
伊
人
（
平
岡
中
）
が

７
回
ま
で
ラ
ン
ナ
ー
は
出
す
も
の
の
、
要
所
を

締
め
る
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
無
失
点
に
抑
え
た
が
、

８
回
に
四
球
と
ヒ
ッ
ト
で
１
死
満
塁
と
さ
れ
、

レ
フ
ト
へ
の
犠
牲
フ
ラ
イ
を
打
た
れ
貴
重
な

１
点
を
奪
わ
れ
た
。
北
高
も
９
回
裏
に
２
死

１
・
３
塁
と
相
手
投
手
を
攻
め
た
て
、
一
打
同

点
の
場
面
を
作
っ
た
が
、
あ
と
一
本
が
で
な
か

っ
た
。
北
高
は
最
後
の
一
球
ま
で
諦
め
ず
、
見

ご
た
え
の
あ
る
試
合
内
容
が
で
き
た 

          

○
福
村
順
一
監
督 

「
こ
の
チ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
チ
ー
ム
み
ん

な
で
乗
り
越
え
て
き
た
。
何
と
か
勝
た
せ
て
や

り
た
か
っ
た
ん
で
け
ど
ね
…
。
つ
ら
い
時
期
も

あ
っ
た
が
『
逆
境
を
力
に
変
え
よ
う
』
と
い
う

言
葉
を
合
言
葉
に
厳
し
い
練
習
に
も
耐
え
て

く
れ
た
」
「
北
高
野
球
部
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ

れ
か
ら
の
人
生
で
大
い
に
い
か
し
て
欲
し

い
。
」 

今
回
の
神
戸
国
際
大
付
戦
で
も
優
勝
候
補

に
一
歩
も
引
か
な
い
戦
い
ぶ
り
を
見
せ
た
。

「
こ
の
チ
ー
ム
の
監
督
で
よ
か
っ
た
。
」
と
涙

に
暮
れ
る
選
手
た
ち
を
、
指
揮
官
は
穏
や
か
に

見
つ
め
た
。 

  

     

７
月
２
３
日
（
金
）
姫
路
球
場
に
て
全
国
高

校
野
球
兵
庫
大
会
４
回
戦
、
対
松
陽
の
試
合
を

行
っ
た
。 

 

北
高
は
３
回
に
１
点
を
先
制
さ
れ
る
が
、
５

回
に
１
番
中
島
慎
太
郎
（
神
吉
中
）
の
２
点
適

時
打
と
２
番
小
西
の
ス
ク
イ
ズ
で
鮮
や
か
に

逆
転
し
た
。
７
回
に
は
柴
田
誠
士
（
宝
殿
中
）

の
中
越
２
点
二
塁
打
、
８
回
に
は 

敵
失
と
中
島
の
犠
牲
フ
ラ
イ
で
３
点
を
加
え
、

コ
ー
ル
ド
勝
ち
を
決
め
た
。 

エ
ー
ス
井
上
真
伊
人
（
平
岡
中
）
は
松
陽
打

線
に
８
安
打
を
打
た
れ
る
が
、
要
所
を
締
め
る

粘
り
強
い
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
１
失
点
に
抑
え
た
。 

 

中
島
慎
太
郎
主
将 

「
先
制
さ
れ
て
も
チ
ー
ム
に
焦
り
は
な
か
っ

た
。
守
備
か
ら
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
野
球
を
や
れ

ば
逆
転
で
き
る
と
信
じ
て
い
た
。
次
の
試
合
も

い
つ
も
通
り
の
守
り
勝
つ
野
球
を
や
る
だ
け
」 

  

北
高
野
球
部
に
は
今
夏
ベ
ン
チ
入
り
が
叶

わ
な
か
っ
た
３
年
生
も
、
練
習
で
の
ノ
ッ
カ
ー

を
務
め
た
り
、
投
手
、
打
撃
、
走
塁
の
コ
ー
チ 

役
を
務
め
た
り
し
て
い
る
。
「
し
っ
か
り
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
戦
っ

て
い
る
」
と
長
い
時
間
と
も
に
汗
を
流
し
た
仲

間
に
陰
か
ら
力
を
送
っ
て
い
る
。 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年８月１日第１０号 

兵庫県立加古川北高等学校 

＜校訓＞ 

克己自律 

質実剛健 

友愛協調 

オープン・スクールありがとうございました    

  今回のオープンスクールは兵庫県下全域の中学生・保護者・中学校教職員 

を対象に、８００名を超える来校者がありました。 

次回オープンハイスクールは 11月 8・9日に行います。 
 

お
知
ら
せ 

加
古
川
北
８
―
１
松
陽 

（
８
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
） 
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